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ECN300TG

経済政策論Ⅰ

教科担当責任者：小黒　一正

担当者：小黒一正、持元江津子
単位数：2 単位

１　学習の到達目標 ①古典派の理論を学び、経済成長の諸要
因を理解する。②ケインジアンの理論を学び、景気変動の諸要因
を理解する。③財政金融政策がマクロ経済に及ぼす短期的・長
期的影響を理解する。

２　科目の概要 経済政策は非常に範囲が広いが、その理解や
考察には「マクロ経済学」「公共経済学」の知識が必要不可欠で
ある。このうち前者の「マクロ経済学」には二つの対立する考
え方が存在する。一つは市場の円滑な機能を前提に組み立てら
れた「古典派」の理論であり、もう一つは（少なくとも短期的
には市場が円滑に機能しないことを前提に）財に対する総需要
の大きさが財の総供給や経済全体の所得を決定すると仮定する
「ケインジアン」の理論である。このどちらの理論が妥当かとい
う判断によって、財政政策・金融政策をはじめ、マクロ経済政
策の処方箋が異なってくる。そこで、「経済政策論Ⅰ」では、財
政政策・金融政策との関係を含め、現代的な「マクロ経済学」の
基礎的な内容を学んで欲しい。

３　成績評価基準 成績評価は 100％「単位修得試験」による。

４　テキスト名および詳細 指定市販本『マクロ経済学入門』
ミネルヴァ書房、麻生良文著、2009年、¥ 3,500+税

５　学習指導、注意点等 現在のマクロ経済学は応用ミクロ
経済学の色彩を強めており、本来はミクロ経済学の基礎知識が
履修の前提となるが、本科目のテキスト（『マクロ経済学入門』
麻生良文、ミネルヴァ書房、2009年）は、そのような知識がな
い初学者でも学習できるように構成されている。なお、本テキ
ストには一定の数式が登場するが、「古典派」「ケインジアン」の
理論が対立する形式で記載されている良書であるため、意欲的
に取り組んで欲しい。
なお、以下の書籍も有益である。
マンキュー『マンキュー経済学 II　マクロ編』東洋経済新報社
（入門用）
マンキュー『マクロ経済学　 I・II』東洋経済新報社（中級）
福田慎一・照山博司『マクロ経済学・入門』有斐閣アルマ
スティグリッツ『スティグリッツ　マクロ経済学』東洋経済新
報社

ECN300TG

経済政策論Ⅱ

教科担当責任者：濱秋　純哉

担当者：濱秋純哉、持元江津子
単位数：2 単位

１　学習の到達目標 ①「政府の役割」や「価格メカニズムの
役割」を理解する。②公共財の供給決定メカニズムや外部性の
解決方法を理解する。③課税や公債の負担、財政政策の効果に
ついて理解する。

２　科目の概要 経済政策は非常に範囲が広いが、その理解や
考察には「マクロ経済学」「公共経済学」の知識が必要不可欠で
ある。このうち後者の「公共経済学」では「政府の役割」「価格
メカニズムの役割」を考察しつつ、政府はどの分野に関与すべき

で、どの分野は市場に任せておけば良いのかという議論を扱う。
また、「政府の失敗」「市場の失敗」が起こる原因や解決方法、課
税や公債の負担、財政政策の効果についての理解も重要である。
そこで、「経済政策論 II」では、公共財の供給決定メカニズムを
含め、現代的な「公共経済学」の基礎的な内容を学んで欲しい。

３　成績評価基準 成績評価は 100％「単位修得試験」による。

４　テキスト名および詳細 指定市販本『公共経済学』（有斐
閣アルマ）、有斐閣、林　正義・小川　光・別所俊一郎、2010年、
¥ 2,400+税

５　学習指導、注意点等 理論経済学と財政学の学際分野で
ある「公共経済学」は応用ミクロ経済学の一分野として位置づ
けられ、本来はミクロ経済学の基礎知識が履修の前提となるが、
本科目のテキスト（『公共経済学』（林正義・小川光・別所俊一
郎、有斐閣、2010年）は、そのような知識がない初学者でも学
習できるように構成されている。なお、本テキストには一定の
数式が登場するが、所得税や消費税といった税制の根本問題や
公債の負担に関する議論を丁寧に考察している良書であるため、
意欲的に取り組んで欲しい。
なお、以下の書籍も有益である。
スティグリッツ『公共経済学上』東洋経済（入門用）
スティグリッツ『公共経済学下』東洋経済（入門用）
麻生良文『公共経済学』有斐閣（中級）
井堀利宏『基礎コース公共経済学』新世社（中級）
井堀利宏『公共経済の理論』有斐閣（上級）

ECN300TG

日本経済論Ⅰ

教科担当責任者：長原　豊

担当者：長原豊
単位数：2 単位

※ 2019 年 4 月より指①を指②として再指定

１　学習の到達目標 日本経済の「史的展開」とその「理論」
的な理解（日本経済論Ⅱの基礎理論）

２　科目の概要 １　明治期から戦間期における日本資本主義
の形成過程を跡づけることを課題とする。
２　その際、第一に支配的な資本蓄積様式における変化をつね
に意識した理解を求める。また第二に、したがって、それぞれ
の蓄積様式に即した政策展開を具体的に理解できるような視点
を確立する。
３　戦前期における蓄積様式と戦後期におけるそれとの連続性
と断続性が理解できるような視点を確立する。したがって「現
状分析」がつねに意識されている。

３　成績評価基準 最終成績は単位修得試験によって評価する
（ただし、リポート学習もしっかりと行うこと）。

４　テキスト名および詳細 指定市販本三和良一『概説　日
本経済史　近現代』東京大学出版局、第 3版、2012年、2,500
円＋税。
【参考文献】
三橋規宏／内田茂男／池田吉紀『新・日本経済入門』日本経済
新聞出版社、1版 3刷、2018年、3,000円＋税。

５　学習指導、注意点等 指定されたテキストをしっかり読
み、ノートを作るだけでなく、指定しなかった文献もテキスト、
参考文献から必要なものを探し出し、学習すること。
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ECN300TG

日本経済論Ⅱ

教科担当責任者：長原　豊

担当者：長原豊
単位数：2 単位

※ 2019 年 4 月よりテキスト（指定市販本）変更

１　学習の到達目標 戦後日本資本主義の展開を俯瞰的に把握
すること。

２　科目の概要 １　敗戦後における経済システムを史的に把
握すること。
２　１の過程を政治経済過程として理解する視点を獲得すること。
３　いわゆる「失われた 20年」に到る過程の必然性を理解する
こと。

３　成績評価基準 最終成績は単位修得試験によって評価する
（ただし、リポート学習もしっかり行うこと）。

４　テキスト名および詳細 指定市販本三橋規宏／内田茂男
／池田吉紀『新・日本経済入門』日本経済新聞出版社、1版 3刷、
2018年、3,000円＋税。
【参考文献】
三和良一『概説　日本経済史　近現代』東京大学出版局、第 3
版、2012年、2,500円＋税。

５　学習指導、注意点等 指定されたテキストをしっかり読
み、ノートを作るだけでなく、指定しなかった文献もテキスト、
参考文献から必要なものを探し出し、学習すること。

LAW300TG

憲法

教科担当責任者：建石　真公子

担当者：建石真公子、土屋仁美
単位数：4 単位

１　学習の到達目標 近代憲法の原理を学ぶとともに、日本の
憲法の特色を理解する
日本国憲法の保護している人権の内容、その保障の現状および
課題について理解する
日本国憲法における統治機構、三権分立、違憲審査制、地方自
治について理解する

２　科目の概要 この科目では、憲法という法を支えている
「原理」、憲法制定の目的である「人権保障」、そうした憲法の目
的を具体化する統治機構の原理と運用及びその課題について理
解することを目的としている。
　現在の国際社会の約 190カ国において、ほぼどの国も「憲法」
を制定している。しかし、具体的な内容や実際の運用において
は、各国の歴史や社会、宗教、国際関係などの影響により多様で
ある。日本は、最初の憲法である明治期の大日本帝国憲法、敗
戦後の日本国憲法ともに、西欧の立憲主義を受容し、それまで
の日本の社会を制度的にも思想的にも大きく変えたという特徴
を持っている。
　この科目では、このように歴史や社会のあり方、国際社会な
どとの関係によって影響を受ける憲法について、憲法という法
を支えている基本的な「原理」である国民主権や民主主義、権
力分立、また人権の概念やその保障について理解することを目
的とする。

３　成績評価基準 最終成績は単位修得試験により評価する
が、評価の際は先に提出されたリポートの内容を考慮する。

４　テキスト名および詳細 ・指定市販本『現代日本の憲法
［第 2版］』、法律文化社、元山　健・建石真公子編、2016年、¥
2,800+税
※初版（2009年）も使用可
【参考文献】
『（別冊ジュリスト）憲法判例百選Ⅰ第 7版』有斐閣、2019年
『（別冊ジュリスト）憲法判例百選Ⅱ第 7版』有斐閣、2019年

５　学習指導、注意点等 憲法の学習としては、まず、教科書
を読み理解し、次に、教科書で参照されている判例について判
例集を読んで具体的な事件との関係で理解する、というのが基
本である。
　まずは、近代憲法の原理、人権の基本原則を把握したうえで、
人権を保障し民主主義を維持する、という目的に照らして、裁
判所や国会、行政などの仕組みを学ぶと理解しやすい。より深
く学習するには、教科書に紹介されている論文や専門書を読み、
また法学セミナー、法律時報、法学教室、ジュリストなどの法
律雑誌に掲載されている関連する論文等を読むと興味が深まる
だろう。
憲法は政治や歴史、国際関係と密接な関連を持っているため、日
ごろから新聞などに目を通し、国内政治や国際政治等に関心を
持ってほしい。

LAW300TG

民法一部（総則・物権法）

教科担当責任者：大澤　彩

担当者：大久保慎太郎、大澤彩
単位数：4 単位

※ 2020 年 4 月よりテキスト（指定市販本）変更

１　学習の到達目標 　契約、物、家族といった私達の生活の
基本的なルールを定めている民法のうち、民法全体に共通する
ルールからなる「民法総則」部分、および、物についての規範で
ある「物権」部分を中心に、基本的な内容を理解することを目
標とする。

２　科目の概要 　民法には、契約（売買、賃貸借など）、物
（所有権、担保）といった取引社会の基本要素に関するルールが
設けられている。経済活動のあり方を考える上では、法律によ
る取引活動の規律がいかなるものであるかを学ぶ必要があるが、
その際に民法を学ぶことは非常に重要である。本科目では民法
のうち、民法全体に共通する規範である「民法総則」および物
権に関する規範である「物権法」を学習する。具体的には、民
法総則では、通則、権利の主体・客体、法律行為、時効制度など
について、物権では、所有権等の各種物権や担保物権などにつ
いての理解を深める。

３　成績評価基準 　最終成績は単位修得試験により評価する
が、評価の際は先に提出されたリポートの内容を考慮する。

４　テキスト名および詳細 指定市販本　『リーガルベイシ
ス民法入門』第 3版、道垣内弘人著、日本経済新聞出版社、2019
年、¥ 4,500+税

５　学習指導、注意点等 　学習にあたっては、必ず六法を
傍らに置くこと。民法を勉強する上で、とりわけ民法全体に共
通するルールである民法総則の知識は不可欠であるが、民法総
則の条文には抽象的なものが多いので、条文を見ただけでは具
体的な要件・効果が判然としないことがほとんどである。そこ
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で、テキストを熟読し、各条文の要件・効果を判例や学説をふま
えて具体的に理解することが必要となる。その際、判例や学説
は必ずしも単一ではないことから、指定されたテキストはもち
ろん、推薦されている参考書や『民法判例集（総則・物権）』『民
法判例百選』（いずれも有斐閣より発売）等で判例や学説の理解
を深めることが大切である。また、民法を勉強する上で判例は
非常に重要な素材である。判例を理解するにあたっては、単に
判例の結論のみにとらわれず、当該事案の具体的な内容や争点
をふまえながらなぜそのような結論が提示されたのかを考察す
るよう努めてほしい。また、判例の原文も読むこと（最高裁判
所ＨＰや本学図書館ＨＰに掲載されている法律情報データベー
スでアクセスできる）。
　なお、総則の一部は改正がなされた。審議経過や改正法等に
つき、法務省の HP で確認すること。また、改正法に関する主
な書籍として以下のものがある。
潮見佳男『民法（債権関係）改正法の概要』きんざい、2017年、
¥ 3,200＋税
山本敬三『民法の基礎から学ぶ民法改正』岩波書店、2017 年、
¥ 1,200＋税
大村敦志・道垣内弘人編『解説　民法（債権法）改正のポイン
ト』有斐閣、2017年、¥ 3,200＋税
潮見佳男ほか編著『Before/After民法改正』弘文堂、2017年、
¥ 3,300＋税
潮見佳男ほか編『詳解改正民法』商事法務、2018年、¥ 6,500＋税

LAW300TG

民法二部（債権法）

教科担当責任者：大澤　彩

担当者：明石真昭、大澤彩
単位数：4 単位

※ 2019 年 4 月よりテキスト（指定市販本）変更

１　学習の到達目標 民法のうち、取引に直接関係する債権総
論、債権各論部分について、基本的な内容を理解することを目
標とする。

２　科目の概要 　民法には、契約（売買、賃貸借など）、物
（所有権、担保）といった取引社会の基本要素に関するルールが
設けられているが、本科目では民法のうち、取引に直接関係す
る債権総論、債権各論部分を学習する。具体的には、債権の目
的、効力、譲渡、消滅、さらには多数当事者の債権・債務につい
て定める債権総論部分についてはもちろん、債権の発生原因と
して重要な契約、事務管理、不当利得、不法行為について学ぶ。

３　成績評価基準 　最終成績は単位修得試験により評価する
が、評価の際は先に提出されたリポートの内容も考慮する。

４　テキスト名および詳細 指定市販本『スタートライン債
権法』（第 6版）日本評論社、池田真朗著、2017年、¥ 2,400+税
なお、上記指定市販本が新学期開始前に改訂された場合には、新
学期開始時点での最新版を購入し、学習に用いること。

５　学習指導、注意点等 　学習にあたっては、必ず六法を
傍らに置くこと。しかし、民法の条文には抽象的なものが多い
ので、条文を見ただけでは具体的な要件・効果が判然としない
ことがほとんどである。そこで、テキストを熟読し、各条文の
要件・効果を判例や学説をふまえて具体的に理解することが必
要となる。その際、判例や学説は必ずしも単一ではないことか
ら、指定されたテキストはもちろん、推薦されている参考書や
『民法判例集（債権各論）』『民法判例集（債権総論・担保物権）』、

『民法判例百選（債権）』（いずれも有斐閣より発売）等で判例や
学説の理解を深めることが大切である。また、民法を勉強する
上で判例は非常に重要な素材である。判例を理解するにあたっ
ては、単に判例の結論のみにとらわれず、当該事案の具体的な
内容や争点をふまえながらなぜそのような結論が提示されたの
かを考察するよう努めてほしい。判例は原文にあたること。最
高裁判所の HPや本学図書館 HPから閲覧できる法律情報デー
タベースからアクセスできる。
　また、債権総論部分の条文には、債務不履行、相殺、債権譲渡
など、直ちにはイメージがわかず、とっつきにくいものが多い
ので、まずは日常生活に身近であり、債権の発生原因として重
要な契約、不法行為を最初に勉強することをおすすめする。
　さらに、債権法については改正がなされた。審議経過や改正
法など、法務省の HP を見て確認すること。また、改正に関す
る主な書籍には以下のものがある。
潮見佳男『民法（債権関係）改正法の概要』きんざい、2017年、
¥ 3,200＋税
山本敬三『民法の基礎から学ぶ民法改正』岩波書店、2017 年、
¥ 1,200＋税
大村敦志・道垣内弘人編『解説　民法（債権法）改正のポイン
ト』有斐閣、2017年、¥ 3,200＋税
潮見佳男ほか編著『Before/After民法改正』弘文堂、2017年、
¥ 3,300＋税
潮見佳男ほか編『詳解改正民法』商事法務、2018年、￥6,500＋税

LAW300TG

商法総則・商行為法

教科担当責任者：橡川　泰史

担当者：松谷秀祐
単位数：4 単位

※ 2020 年 4 月よりテキスト（指定市販本）変更

１　学習の到達目標 企業組織・企業取引に関してわが国では
どのようなルール・仕組みが用意されているかについて基本的
な知識を修得しており、それらルール・仕組みの概要を説明す
ることができる。

２　科目の概要 本科目は、商法（明治 32年法律 48号）のう
ち、第 1編総則（第 1条から第 31条）、第 2編商行為（第 501
条から第 617条）を主たる学修対象とする科目です。また、会
社法（平成 17年法律第 86号）第 1編総則（第 1条から第 24
条）のうち、商法第 1 編と同様の規定が置かれている部分につ
いても本科目の学修対象となります。
　具体的には、上記 3 編における重要な規定、および関連する
重要判例について出題を行います。

３　成績評価基準 リポートの完成度および単位修得試験の成
績で評価する。

４　テキスト名および詳細 指定市販本『コア・テキスト商法
総則・商行為法』新世社、川村正幸ほか著、2019年、￥1900+税

５　学習指導、注意点等 　本科目の学習に際しては、以下の
５点について注意しながら学習を進めるよう心がけてください。
⑴　概念や法技術の「つながり」を意識しながら学習を進める。
　商法は他の法分野と比較して、なじみが浅く興味が持ちにく
いと考えられがちです。確かに、商法の中には、特有な意味を有
する特殊な概念や法技術が多く用いられています。しかし、そ
れらの概念や法技術は、当然、一定の目的を達成するために、商
法の中に用いられているのです。そこで、テキストを通読する
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際には、商法上の概念や法技術はそれぞれどのような目的や狙
いを持っているのか、それぞれの概念や法技術は相互にどのよ
うな関連性を有しているのかという点に留意しながら読み進め
ていってください。そうすれば学習を進めていくにつれて、理
解も深まり、商法の学習に興味が持てるようになるでしょう。
⑵　テキストを自分だけの本に加工する。
　ただ、漫然とテキストを読んでいるだけでは、情報が右から
入って左から出ていくだけです。そこで、テキストを通読する
際には、必ずペンなど筆記用具を持ちながら、読み進めていっ
てください。
その際、たとえば、条文の内容など、重要そうな概念を説明し
た箇所には赤のアンダーラインを引く、条文の文言が曖昧なた
めに、判例・学説上争いがある箇所（このような箇所を「論点」
とも言います。）には青のアンダーラインを引く、一読して意味
がよくわからなかった箇所には「？」マークを余白に鉛筆で書
く、というように、テキストを自分だけの本に加工していって
ください。最初は「？」マークだらけ、あるいは１ページ読み
進めるのに１日かかることもあるでしょうが（私も法律の勉強
を始めたころにはそうでした。）、着実に一歩一歩、歩みを進め
ていってください。
⑶　常に傍らに六法、法律学小事典などを置いてテキストを通
読する。
　テキストを読み進める際に、条文が出てきたら六法で該当条
文を調べる、また、意味がわからない用語が出てきたら、『法律
学小辞典』（有斐閣）などの法律学辞典を調べるというくせをつ
けるようにして下さい。ごくまれに、テキストに書いてある文
章を丸写しして、該当条文も調べていない、自身で意味がよくわ
かっていない用語も調べていないリポートに出会いますが、そ
のような「手抜き」リポートは見た瞬間にわかります。一語一
語、調べながら読み進めることは一見すると遠回りのようです
が、実は、リポート合格、単位修得試験合格への一番の近道で
あるのです。
⑷　当事者の関係図などをメモにとりながらテキストを読み進
める。
　テキストを読んでいると、多数の当事者が出てくる事例にも
遭遇します。たとえば、次のような事例があります。「Xは A会
社に対する貸金債権の担保のため A会社からアンゴラ毛糸を譲
渡担保にとっていた。A 会社の倒産後、X はこれを換価処分し
ようとしたが、X は金融業者であり、自ら買主を探すことはで
きなかったので、A 会社の代表に毛糸の売却を依頼し、B はこ
れを Yに売却した。Bは毛糸の売買の際、Xのためにすること
を示さず、また、Y会社はその毛糸が A会社より Xに譲渡担保
に供されていたことを知らなかった。Xが Y会社に代金を請求
したところ、Y会社は A会社に対する反対債権と売買代金債務
を相殺したと主張した（指定市販本 111ページ以下）。」どうで
しょうか。一読して、当事者関係および事案の流れを明確に把
握できたでしょうか。テキストではこのような複雑な事例が多
く出てきますので、そのような事例に遭遇した際には、頭の中
だけで悩むのではなく、実際に当事者関係の図（例： X→A 会
社代表 B→Y）や、時系列の図（例：譲渡担保→倒産→代理行
為）を付箋やノートに書きながら読みすすめていってください。
⑸　商法総則・商行為法はそれ自体で完結した科目ではないこ
とに注意する。
　シラバス冒頭で商法総則・商行為法は企業の組織及および取
引に関する科目であると説明しましたが、企業の組織および取
引に関する規定の全てが商法・会社法に定められているわけで
はありません。
そのため、テキストを読み進める際、また、リポート作成の際、
あるいは単位修得試験の対策の際には、他分野、特に、私人間

の関係について広く一般的に規定した民法に関する知識が必要
不可欠になります。
　通学部あるいは通信教育部を問わず、受講生から、商法総則・
商行為法の内容が難しい、理解できないという質問をよく受け
るのですが、実はその悩みの主たる原因は、基本となる民法の
知識及び思考方法が身についていないことである場合が多いと
感じています。ですから、遠回りのように感じるかもしれませ
んが、まずは民法各科目のテキストあるいは、たとえば、野村豊
弘『民事法入門〔第 8版〕』（有斐閣、2019年）などを通読し、
民法の規定についてひととおり学習（復習）した上で、本科目
の学習を始めると理解度が全く異なったものになるでしょう。

LAW300TG

会社法

教科担当責任者：柴田　和史

担当者：笹久保徹
単位数：4 単位

１　学習の到達目標 会社法の重要かつ基礎的な知識を習得す
ること。
①　株式会社および持分会社に関する会社法上の制度の基本を
正確に理解すること。
②　上記の知識を活用して、具体的な問題を解決する能力を身
につけること。

２　科目の概要 　株式会社に関する会社法上の基礎知識を学
習する。
「会社法」は、2005年（平成 17年）に単独法典として成立した
ものであり、株式会社および持分会社について規定する。それ
以前においては、1899年（明治 32年）以来、現行商法典の中
に株式会社および持分会社に関する多くの規定が存在していた。
したがって、会社法が成立する以前に株式会社や持分会社を勉
強した人は、株式会社・持分会社に関する規定は、会社法○○
条ではなく、商法○○条として記憶している。
　会社法において重要かつ基本的なことを述べておこう。
　株主になろうとする者が、通常、一定の金額の金銭を出資す
ると、株式会社に対する請求権の束としての「株式」が生じる。
株式を表章する有価証券が株券である。株券を持つ者は、正当
に株式を有するということが推定される。正当に株式を有する
者を「株主」という。株主は、出資した金銭の集積されたものを
うまく運用してその金額を増加させるために「取締役」を選任
する。取締役は、①法令・定款・株主総会決議を遵守し、②善管
注意義務を尽くし、③忠実義務を遵守しながら、株式会社の経
営を行なわなければならない。取締役は会社の経営をうまく行
い、剰余金を産出しなければならない。取締役が会社を経営し
た結果として剰余金を産出した場合、株主は、その剰余金をさ
らなる出資に当てることもできるし、また、自分たちが受け取
り、個人的に消費することもできる。この産出された剰余金の
うち、株主が受け取るところの金銭を「配当」という。わが国
には、約 250万社の株式会社が存在し、その中の約 4000社の
株式会社の株式のみが金融商品取引所に上場され、常に売買さ
れている。このような株式を上場株式という。上場株式は、多
くの場合、その需要供給のバランスから株価が定まる。上場株
式を有する株主にとっては、配当が増加すること、および、上
場株式の株価が上昇することが、利益となる。
　会社法は、比較的、まとまった法体系を規定しており、その
意味では、学習しやすい法律ということができる。なお、条文
のほかに、判例によって形成された部分も少なからず存在する
ので、判例法についても十分に注意を払わなければならない。
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３　成績評価基準 最終評価は単位修得試験で評価する。

４　テキスト名および詳細 指定市販本　柴田和史著『会社
法詳解〔第 2 版〕』（商事法務、2015 年）、￥5,400+税　 (改訂
版である「第 3 版」が 2020 年春刊行予定。最新版を購入する
こと。)
※【スタディガイド（学習指導書）】あり

５　学習指導、注意点等 　六法等を開いて会社法の条文を
参照しつつ、指定したテキスト（柴田和史著『会社法詳解〔第 2
版〕』）をていねいに読み込むこと。また、電車の中など時間のあ
るときに、参考図書の柴田和史著『ビジュアル　図でわかる会社
法 (日経文庫)』（日本経済新聞出版社、2014年）を見てほしい。
①　会社法に限らず、およそ商法・民法・会社法・手形法など
を学ぶに際しては、必ず条文を参照する習慣をつけること。六
法を愛用し、ともかく、六法の必要なページを開く習慣を身に
つけて欲しい。このようにして物事の根拠となる条文を使いこ
なす能力を習得していることが、法学部生の最大の長所である。
②　会社法で用いられている基本的な概念を正確に理解するこ
と。たとえば、「株式」とは何か、「忠実義務」とはいかなる義務
か、「株式」と「株券」の違いを正確に説明できるか、「吸収合
併」と「株式交換」はどこが異なるか、などの基本的理解に関わ
る問いに答えることができるためには、テキストに述べてある
各概念の定義や説明を丁寧に注意深く読むことが必要である。
③　会社法は、比較的、ほかの法律の知識を必要としないで理
解することのできる法律といえる。もちろん、民法における契
約や債権債務関係の知識、不法行為に関する知識などは当然の
前提として要求される。しかし、もっとも大きな問題は、全文
で 979条もあり、そのうえ、各条文が長いため、六法のページ
数を比較すれば、民法典の約 2.5 倍の分量があるということで
ある。したがって、会社法に関しては、各条文がどのような内
容を規定しているかを理解することが最初の大きな仕事となる。
④　会社法においては、「株主」、「取締役」、「監査役」、「会社債
権者」などが、基本的な登場人物である。取締役が具体的に会
社法上のなんらかの行為をするとき、場合によっては、株主の
利益を増加させ、同時に、会社債権者の不利益を増加させるこ
とがある。また、場合によっては、その逆のことがある。さら
に、場合によっては、株主の不利益を増加させ、取締役の利益
を増加させることがある。このように、会社法で規定されてい
るさまざまな事象は、誰かと誰かの利害関係を緊張させる場合
が多く、会社法は、その問題をさまざまな法的テクニックを駆
使することよりバランスの取れた結論が導かれるように条文を
設定している。学生は、条文の定めた内容をただ丸暗記するの
ではなく、ぜひそのあたりを理解した上で、会社法を内容豊か
なものとして学んで欲しい。
　学習に際して、指定テキスト (柴田和史『会社法詳解〔第 2版〕』
（商事法務、2015年）。なお、「第 3版」が 2020年春刊行予定。)
以外にも以下の図書が参考となる。
1.柴田和史著『ビジュアル　図でわかる会社法 (日経文庫)』（日
本経済新聞出版社、2014年）、￥1,000（税抜）
2.柴田和史著『類型別　中小企業のための会社法〔第 2版〕』（三
省堂、2015年）、￥2,800（税抜）
3.北村雅史＝柴田和史＝山田純子著『現代会社法入門〔第 4版〕』
（有斐閣、2015年）、￥2,900（税抜）
4. 近藤光男＝柴田和史＝野田博著『ポイントレクチャー会社法
〔第 2版〕』（有斐閣、2015年）、￥3,800（税抜）
5.岩原紳作ほか編『会社法判例百選〔第 3版〕』(別冊ジュリス
ト 229号)（有斐閣、2016年）、￥2,400（税抜）
　なお、以上の参考図書を利用する場合に改訂版が出版されて
いるときは、改訂版を参考にすること。

LAW300TG

手形法・小切手法

教科担当責任者：橡川　泰史

担当者：金尾悠香、清水真人
単位数：4 単位

１　学習の到達目標 　手形も小切手もそれ自体は徐々に使わ
れなくなってきている道具ですが、そこで用いられている解釈
技術は、民法（特に債権法）の理解を深め、現代的な決済システ
ムにも応用できる有用な知識ですので、これを身につけるよう
に努めていただきたいと思います。

２　科目の概要 　手形には約束手形及び為替手形がありま
す。わが国では、約束手形が主に利用されています。
　手形（以下、小切手も含む）の総論（たとえば、手形行為など）
を学び、さらに手形の振出、譲渡及び支払などを勉強します。

３　成績評価基準 　最終成績は、単位修得試験により評価し
ます。

４　テキスト名および詳細 指定市販本『商法Ⅲ手形・小切
手』第５版（有斐閣Ｓシリーズ）、有斐閣、大塚龍児・林竧・福
瀧博之著、2018年、¥ 2,300+税

５　学習指導、注意点等 　民法総則・債権法を履修してい
ることが望ましい。

LAW300TG

労働法

教科担当責任者：沼田　雅之

担当者：沼田雅之、藤木貴史、山本圭子
単位数：4 単位

１　学習の到達目標 （労働法総論・労働契約法）労働法の意
義、目的を正確に把握し、労働契約法の仕組みを理解すること
が望まれる。
（労働基準法）労働基準法、最低賃金法など労働法規における労
働条件基準を正確に理解することが目標である。
（労働組合法）労働組合の機能、団体交渉、争議行為等団体行動
の法的保障と限界を正確に理解することが目標である。

２　科目の概要 　労働者と使用者との労働関係を規律する労
働法を個別的労働関係法と集団的労働関係法の二つに分けて学
習する。近年、前者の個別労働関係法領域において、労働契約法
や労働審判法などの新しい法律が制定されたり、労働基準法の
大きな法改正がなされたりするなど、動きが激しい。他方、後
者の集団的労働関係法領域についても、最近、労働組合法の改
正がなされている。こうした絶えず法制度の改編が進む労働法
のダイナミックな動きを具体的テーマに即してテキストをよく
読んで、理解を深めてほしい。
　なお、労働法と社会保障法の交錯領域（労災、社会保険）につ
いても学習をすることがのぞましい。

３　成績評価基準 　最終成績は単位修得試験により評価す
る。（ただし、リポート学習もしっかりと行うこと。）

４　テキスト名および詳細 ①『基礎から学ぶ労働法Ⅰ労働
法総論・個別的労働関係法』（第 4版）金子　征史・藤本　茂・
大場　敏彦・高野　敏春著、エイデル研究所、2018年、￥2,381
②『基礎から学ぶ労働法Ⅱ集団的労働関係法・社会保障法』（第
2版）金子　征史・藤本　茂・大場　敏彦編、エイデル研究所、
2016年、￥2,300
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上記 2 冊のテキストが入手できない場合は、以下の本を代替テ
キストとする。
『ファーストステップ労働法』藤本茂・山本圭子・沼田雅之・細
川良、エイデル研究所、2020年刊行予定

５　学習指導、注意点等 　労働法は憲法 25条の生存権保障
理念の実現を労働者に保障することを目的とする一連の法体系
である。こうした目的の実現を図るために、憲法では、労働者に
対して、27条で、労働権保障・労働条件基準の法定化要求など
を定めるとともに、28条で、団結権、団体交渉権、その他団体
行動権を保障している。こうした労働者の権利の実現を具体的
に定める法が労働法である。こうした労働法は、大別すれば、憲
法 27条に基づく個別的労働関係法（労働基準法、最低賃金法、
労働契約法など）の法体系と、憲法 28条に基づく集団的労働関
係法（労働組合法、労働関係調整法など）の法体系によって構成
されているが、今日の労働者の置かれた状況をみると、雇用保障
法領域や社会保障法領域なども、労働者の生存権保障にとって
は重要な意義を有する労働法のもう一つの法体系となっている。
労働法の学習は、まず、労働法の意義をあきらかにし、労働者に
保障されている具体的労働法の内容を理解するところから始め
なければならない。大学での限られた時間のなかで学ぶ労働法
の対象は、そのすべてに及ぶわけではないが、少なくとも個別
的労働関係法の中心となっている労働基準法、労働契約法、さ
らに、集団的労働関係法の中心となっている労働組合法は必ず
学ばなければならない。
　そのうえで、余力があれば、社会保障法や雇用保障法にまで
手を伸ばして勉強できればさらに充実した労働法の学習になる
と思われる。使用テキストは、社会保障法など労働法の関連法
領域にまで意を尽くして記述しているので、テキストを丁寧に
読んで学ぶことを心掛けてほしい。学問に王道はないといわれ
るが、労働法の世界でもまったくそのとおりであるので、テキ
ストを熟読したうえで、リポートを作成してほしい。　　　　
　　　　　　

ECN300TG

社会思想史

教科担当責任者：伊海　孝充

担当者：伊藤直樹
単位数：4 単位

１　学習の到達目標 　古代から 20 世紀にまでおよぶヨー
ロッパを中心とした社会思想史について、各時代ごとの思想の
特徴を理解し、一定程度自分の言葉で語ることができるように
することにある。

２　科目の概要 　社会思想史とは、社会について、あるいは
国家について、ひとがどのように考えてきたかを、歴史的にた
どるものである。私たちは「個」として生きている。だが、その
「個」は、逃れようもなく社会のなかに生きている。だとすれば、
その「個」が生きているところの「社会」は、どのようなもので
あろうか。思想家たちが、古代において、16,17世紀において、
また 19世紀において、それぞれに社会をとらえ、またあるべき
社会の姿を提示しようとしてきた。そうした社会についての思
想をとらえることが、本科目の課題である。ただし、その社会
のあり方は、現在私たちがもっているイメージと、共通してい
る点もあれば、そうでない点もある。「歴史」という目を持って
みれば、おのずとそうなる。社会思想「史」であるとは、社会に
ついての思想を歴史的に見ることであり、現在の私たちの状況
と、過去のそれとを見較べながら学ぶこともまた必要である。

３　成績評価基準 ・リポート評価
　ごく基本的なこととして、誤字脱字、文章の主部と述部とが
乱れていないか、また段落のつけ方が適切であるかといった点
には注意されたい。ときおり、口語調の文体で、そうした点に
無頓着な文章を見かける。これらのことは、内容の理解と密接
に関係していると思われるからである。
　次に、課題についてよく考えることである。その課題がなに
を要求しているかを、自分なりに見極めること。よく調べ、丁
寧に論述されていても、課題に相応しくなければダメである。
　また、学ぶ内容は、過去の思想である。したがって、けっし
て自分の思い込みでリポートを書くことはできないはずである。
まずは、自分の思い込みを脇に置いて、通教テキストに沿って
理解してゆくことが大切である。だから、「自分なりの理解」は
重要であるが、それは、レポートをまとめるさいの、その「まと
め方」や、ときとして必要になるはずの自分の言葉での「要約」
に現われてくる。評価のさいには、そこに注目する。自分なり
の「意見」を加えてもよいが、それは、そうした「自分なりの理
解」を踏まえてのものであるだろう。
・筆記試験
　リポートでの課題と関連した内容を問う。思想内容を客観的
に理解できているかどうかが、評価の基準となる。

４　テキスト名および詳細 通教テキスト『社会思想史』第
２版、濱田義文・加来彰俊・湯川桂一郎・牧野英二・星野勉・安
孫子信・笠原賢介・酒井健、2010年　
　まずは、通教テキストを、精読してもらいたい。そのうえで、
章末に掲載されている参考文献、あるいは入手可能な関連文献
などにあたってもらいたい。

５　学習指導、注意点等 　リポートを書く際には、『自立学
習の手引き』などを参照してもらいたい。
　上述したが、まずは、通教テキストを精読して欲しい。テキ
ストの精読を踏まえて課題を考え抜くことで、どのような内容
と構成をもったリポートを書くべきかが、見えてくるはずであ
る。その内容を決めてはじめて、参考文献にあたって欲しい。こ
のような手順を踏んだかどうかは、リポートに如実に現われる。
あえて言うと、この手順を逆にして作成されたリポート、つま
り、課題をちらっと見て、関係ありそうな参考文献から抜き書
きしただけのもの、そういうものは、書き手の理解がともなわ
ない、ただ難しいだけのものになってしまっている。これでは、
学びとは言えない。

ECN300TG

経済地理

教科担当責任者：伊藤　達也

担当者：伊藤達也、南春英
単位数：4 単位

※ 2020 年 4 月よりテキスト（指定市販本）変更

１　学習の到達目標 経済地理学の基本的な考え方、方法を学
ぶことによって、社会・経済現象に対して経済地理学からどのよ
うに捉えることができるかについて理解することを目的とする。

２　科目の概要 経済地理学は人文地理学の中で、特に経済現
象を地理学的視点からとらえていくことを目的とする。テキス
トとして伊藤達也・小田宏信・加藤幸治編『経済地理学への招
待』ミネルヴァ書房を使用する。
本テキストは経済地理学の基本的な考え方、方法論を最も適切
かつ簡潔に記している。
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３　成績評価基準 成績評価は設題に対するリポートと単位修
得試験による。
　リポートについては、特に引用文献、参考文献を本文中に適
切に提示することに注意すること。
　単位修得試験の場合、必ずテキストをすべて理解した上で臨
むこと。

４　テキスト名および詳細 指定市販本　伊藤達也・小田宏
信・加藤幸治編『経済地理学への招待』ミネルヴァ書房、2020
年、￥2,400+税

５　学習指導、注意点等 成績評価基準に書いた通り。リポー
トは適切な引用と、自らのオリジナルな調査結果によって記述
されるものである。その際、多くのリポートは引用によって成
り立つものであるので、必ず、どの文献のどの部分を引用した
かがわかるように本文中に記述すること。引用の仕方がわから
ない場合は、専門論文などを参考にして欲しい。
　単位修得試験は解答者の意見を聞く場ではなく、解答者の適
切な理解度を問う場である。テキストをしっかり理解した上で
臨むこと。

教職入門

教科担当責任者：寺崎　里水

担当者：遠藤野ゆり
単位数：2 単位

１　学習の到達目標 教職を将来の選択肢のひとつとして考
え、教職意義、教員の役割・資質能力・職務内容等について基
本的な知識や考え方を理解し、教職に就くとはどういうことか、
そのためにどのようなことを学び身につけておかなければなら
ないのかなど、自らの適性を判断して教職への意欲を高める。

２　科目の概要 本講義では、教職を将来の選択肢のひとつと
して考え、教職意義、教員の役割・資質能力・職務内容等につい
て基本的な知識や考え方を理解し、教職に就くとはどういうこ
とか、そのためにどのようなことを学び、身につけておかなけ
ればならないのかなど、自らの適性を判断して教職への意欲を
高めることを目的としている。
具体的には、教職の意義及び教員の役割、教員の職務内容を主
たる要素として授業を構成する。近年、日々の生活や学習に困
難を抱える児童・生徒への対応、保護者や地域課題への対応な
ど、教師が向き合う課題は多様性と複雑さを増している。教職
という職業にはこれまで以上に教育するという行為への強い気
持ちと生涯にわたって学び続けるという自覚が求められている。
また「チーム学校」への対応など、学校の内外との連携も重視
されてきており、教員一人ひとりの役割を理解すると同時に組
織として諸課題に対応することも期待されている。今日の学校
教育や学校教員の現状、かれらを取り巻く諸問題についての概
要をおさえながら、教員の仕事のありよう、生き方等について
具体的な検討を行い、受講生一人ひとりの教職についての理解
を深めていきたい。

３　成績評価基準 リポートと単位修得試験

４　テキスト名および詳細 テキスト　
『改訂版教職概論』高妻紳二郎・植上一希・佐藤仁・伊藤亜希子・
藤田由美子・寺崎里水、協同出版
2017年、¥ 1,800+税
参考書・参考資料等
『中学校学習指導要領』最新版、『高等学校学習指導要領』最新
版、『生徒指導提要』最新版　

　※いずれも PDFでダウンロード可能

５　学習指導、注意点等 第１回：教職の意義：教職のスター
トライン（序章）
第２回：教師像の構築―教師という職業世界への接近と大学・教
職課程（第 1章）
第３回：職業としての教師へのハードル―教員免許・養成制度、
教員採用（第 1章第 1～2節）
第４回：職業としての教師としての成長―研修・免許更新、服
務義務（第 1章第 3～4節）
第５回：教育指導の本質と意義―教育の専門家としての教師（第 3
章）
第６回：教職の歴史的特質―教職観の変遷と今日の教員の役割
（第 4章）
第７回：教職に関する実務①―学校という組織の運営、公務分
掌（第 5章第 1～2節）
第８回：教職に関する実務②―教師としてのキャリア（第 5 章
第 3節）
第９回：教育の方法①―学習指導要領の位置づけ（第 5 章第 1
～3節）
第１０回：教育の方法②―能動的な学習への参加、授業のユニ
バーサルデザイン（第 5章第 4～5節）
第１１回：教師の職務実態①―学級経営、多様化する子供たち
（第 6章第 1節）
第１２回：教師の職務実態②―生徒指導・進路指導（第 6 章第
2～4節）
第１３回：教職の課題①―子供の貧困、学力格差、力のある学
校（第 7章第 1～2節）
第１４回：教職の課題②―「チーム学校」への対応、協働と連
携、「共生」社会（第 7章第 3～4節）
第１５回：教職の方向性―変わる子供の学び・学び続ける教師
（終章）
単位修得試験

教育原理

教科担当責任者：遠藤　野ゆり

担当者：遠藤野ゆり
単位数：2 単位

１　学習の到達目標 　「子ども、教育、学校とは、どんな存
在か」を、歴史と実証の二つのレベルから原理的に考える。目
標としては、子ども論、発達論、学校論の基礎知識の習得した
上で、自らの子ども時代、成長発達の軌跡、学校体験を省察し
ながら、日本の子ども、教育、学校のこれからのあり方や課題
を考える活用力を養う。

２　科目の概要 　まず導入として、教育原理や教職課程にお
ける学びのスタイルについて考える。その後、子ども、学校や
公教育の歴史を、欧米と日本を素材に概説する。特に、今日の
教育や学校の起点となる、近代学校が進化するプロセスに注目
する。と同時に、子どもー大人の近代的二分法を検討する。最
後に、学校を構成する諸要素（教科指導や生活指導など）を紹
介し、他の教職科目への学びの入口にする。

３　成績評価基準 　最終成績は単位修得試験により評価す
る。（ただし、リポート学習もしっかりと行うこと。）
　リポートは、次の二つの基準から評価する。まず、設問にた
いして、どれだけ試行錯誤もしながら、的確に事実や論理を駆
使して回答しているか。次に、自らの子どもや学校の体験を省
察しながら、設題を自らのコトとして受け止めて考え論述して
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いるかである。

４　テキスト名および詳細 指定市販本『教育を原理する』筒
井美紀、遠藤野ゆり、法政大学出版局、2013年、￥2,400+税

５　学習指導、注意点等 　テキストを通読するだけでなく、
設題に掲げられた参考書を１冊でもよいから読んでほしい。ア
マゾンなどの書籍販売サイトで検索すれば、さらに最新の書誌
情報も得られる。また、インターネットからは、最新の生の情
報やデータが入手できるし、子どもや学校などを紹介し論評し
た新聞記事も手に入るので、これらも積極的に活用してほしい。
　なお、ウイキペディアなどの辞典的な記事も入手できるが、こ
れはあくまでも参考に過ぎず、必ず自らの手と頭を使って、テー
マ（主題）を咀嚼し、思索を深める学習をしてほしい。文章と
して形だけ整った論述よりも、どれだけ思索において試行錯誤
や省察をしたのか、このことが教師や社会人の資質として問わ
れている。

教育の制度・経営

教科担当責任者：高野　良一

担当者：新井秀明
単位数：2 単位

※ 2020 年 4 月よりテキスト（指定市販本）変更

１　学習の到達目標 日本の学校教育に関する制度的及び経営
的な現状と課題を理解したうえで、各自がテーマを設定して能
動的な学習の成果をレポートに結実させる。講義の主題は「法
律運用や教育活動の展開（経営）の実態を知り、制度に埋め込
まれている公共善とは何か、その実現のためにどうすればよい
のか」を考えることである。これには学校と地域との連携、学
校安全・危機管理の現状と課題を考えることも含まれる。

２　科目の概要 授業は、二つの部分から構成される。その一
つは、公教育の原理・理念を理解したうえで、学校づくりを枠
付け、規制し支援する組織環境である学校制度体系、教育行財
政の法制度を学ぶことである。もう一つが、今日的焦点となっ
ている制度と経営の課題を学ぶことである。就学前教育や後期
中等教育・高等教育、それに生涯学習という領域別に制度と課
題を学ぶことである。また、学校安全や地域との連携という課
題にも焦点を当てることになる。受講に際しては、指定テキス
トの各章を読んで基礎知識を得た上で、各章の巻末にある「考
えてみよう」というコラムを参考に主体的な各章の理解が求め
られる。その上で、受講者が興味や関心がある具体的テーマを
1つ取り上げてレポートして提出することになる。

３　成績評価基準 リポートおよび単位修得試験

４　テキスト名および詳細 テキスト　
『新・教育の制度と経営 (新訂版)』本図愛実・末冨芳編著、学事
出版、2017年、￥2,100+税
参考書・参考資料等
『学習指導要領』現行学習指導要領及び新学習指導要領（平成 29
年 3月公示、文部科学省ホームページ掲載）
文部科学省及び各都道府県・市町村教育委員会のホームページ
掲載の各種資料

５　学習指導、注意点等 授業計画
第１回：教育制度の原理と目的（第 1章）
第２回：生涯にわたる学びという原理 (第 2章)
第３回：教育制度・経営の根本法ー教育基本法（第 1章 2，第 2
章 1）

第４回：機会均等ー学校教育制度の法原則（第 3章）
第５回：地方教育行政（第 4章）
第６回：教育政策の計画化（第 8章）
第７回：就学前教育の法制度と課題（第 6章）
第８回：後期中等教育の法制度と課題（第 7章）
第９回：教職員の法制度（第 5章）
第１０回：学校経営と教育行政（第 9章 1、3）
第１１回：開かれた学校と地域連携（第 9章 2）
第１２回：学級の経営（第 10章）
第１３回：教育課程の経営（第 11章）
第１４回：安全確保・防災教育・危機管理（第 9章 3，第 10章
3，第 11章 3）
第１５回：まとめとレポート提出
単位修得試験

教育心理学

教科担当責任者：田澤　実

担当者：田澤実
単位数：2 単位

１　学習の到達目標 ・幼児、児童及び生徒の心身の発達の過
程並びに特徴を理解する。
・幼児、児童及び生徒の学習に関する基礎的知識を身に付け、発
達を踏まえた学習支援について基礎的な考え方を理解する。

２　科目の概要 本科目では、以下の 5つのトピックを扱う。
1.【発達】：幼児、児童及び生徒の心身の発達の過程についての
知識（第 1回～第 5回）
2.【多様な発達】：特別な教育的ニーズをもつ子どもへの援助
（第 6回）
3.【学習】：幼児、児童及び生徒の学習の過程や指導方法につい
ての理解（第 7回～第 12回）
4．【精神的健康】：幼児、児童及び生徒の心身の健康について
の知識（第 13回）
5.【カウンセリングマインド】：幼児、児童及び生徒への心理的
課題への援助（第 14回）
6．【学級集団】：幼児、児童及び生徒の主体的な学習的課題へ
の援助（第 15回）

３　成績評価基準 リポートおよび単位修得試験

４　テキスト名および詳細 テキスト　
『子どもと親と教師をそだてる教育心理学入門』古川聡・福田由
紀共著、丸善出版、2006年、¥ 2,600+税
参考書・参考資料等
『発達心理学用語集』中島常安・請川滋大・畠山寛・畠山美穂・
川田学・河原紀子（編）、同文書院、2006年

５　学習指導、注意点等 第１回：こころの理解の発達と子
どもをとりまく人間関係（テキスト第 1章第 1～2節）
第２回：道徳性の発達：ハヴィガーストの理論を軸にして乳幼
児期から青年期における認知を理解する。（テキスト第 1章第 3
節）
第３回：言葉の発達（テキスト第 1章第 4節）
第４回：認知の発達：ピアジェの理論を軸にして乳幼児期から
青年期における認知を理解する。（テキスト第 1章第 5節）
第５回：記憶の発達：（テキスト第 1章第 6節）
第６回：障害とは何か：特別な支援が必要な子どもの特徴と対
応、個性として捉えることの意味（テキスト第 2章第 1～3節）
第７回：さまざまな学習理論（テキスト第 3章第 1節）
第８回：記憶：（テキスト第 3章第 2節）
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第９回：知能（テキスト第 3章第 3節）
第１０回：動機づけ：主体的学習を支える動機づけを紹介する。
記憶の構造：記憶を軸にした青年期の認知を理解する。（テキス
ト第 3章第 4節）
第１１回：帰属過程：（テキスト第 3章第 5節）
第１２回：学習目標と評価：学習目標、教授法及び学習評価の
在り方を理解する。（テキスト第 4章第 1～3節）
第１３回：精神的健康と不適応行動。（テキスト第 5 章第 1～8
節）
第１４回：カウンセリングマインド：（テキスト第 6章第 1～7
節）
第１５回：集団としての学級：（テキスト第 7章第 1～4節）
単位修得試験

特別な教育的ニーズの理解と支援

教科担当責任者：遠藤　野ゆり

担当者：遠藤野ゆり
単位数：2 単位

※ 2020 年 4 月より新規開設

１　学習の到達目標 特別な支援を必要とする幼児、児童及び
生徒の障害の特性、心身の発達を理解する。特に、様々な障害
の学習上および生活上の困難に関する基礎的な知識を身に着け、
当該の子供の心身の発達、心理的特性、学習の過程を理解し、イ
ンクルーシブ教育を含めた特別支援教育の制度の理念や仕組み
を理解する。
特別な支援を必要とする幼児、児童及び生徒の教育課程及び支
援の方法を理解する。特に、支援方法の具体例を理解し、通級指
導と自立活動がカリキュラム上の位置づけを理解し、個別の指
導計画や教育支援計画を作成する意義と方法とを理解し、コー
ディネーターや関係機関、家庭と連携した支援体制の構築の意
義を理解している。
障害はないが特別な教育的ニーズのある幼児、児童及び生徒の
把握や支援を理解する。特に、母国語以外での学習や貧困の問
題等に関して本件に該当する子供たちの学習上、生活上の困難
とその対応方法を理解し、組織的な対応の必要性を理解する。

２　科目の概要 現在、各学校種に設置されている「特別支援
教室」や「通級」は、特別支援学校教諭の免許状を持たない、教
科担当の教員が、指導を担当することが珍しくない。そのため、
教員としての専門性を発揮するためには、学習困難にある子供
を正しく理解し、支援することが求められている。新法の適用
により、この専門性を獲得するために、以下の内容を学ぶ。
通常の学級に在籍している発達障害や軽度知的障害をはじめと
する様々な障害、外国籍や家庭養育基盤が弱いといったハンディ
キャップ、これらにより特別の支援を必要としている幼児、児
童、生徒が授業において学習活動に参加している実感を持ちな
がら生きる力を身に着けていくための、現状の把握、支援の方
法を学ぶ。

３　成績評価基準 リポートと単位修得試験

４　テキスト名および詳細 戸田竜也（2015）『学級担任・特
別支援教育コーディネーターのための「特別な教育的ニーズ」を
もつ子どもの支援ガイド』明治図書出版、￥1,700+税

５　学習指導、注意点等 特別な教育的ニーズをもつ子ども
の多くが通常の学校に通ってくるのであり、教師はその子ども
たちを指導、支援する専門性が要求されている。その視点にた
ち、基本的な理念や教育における人権などの概念的な問題と、具

体的な支援方法との両方とを学ぶことが期待される。

教育課程論

教科担当責任者：松尾　知明

担当者：飯窪真也
単位数：2 単位

１　学習の到達目標 資質・能力の育成をめざした教育課程の
意義や編成の方法及びカリキュラム・マネジメントの考え方・進
め方を理解している。

２　科目の概要 カリキュラム研究及び学習指導要領の検討を
もとに、教育課程の意義や編成の方法を考察するとともに、事
例研究や指導計画の立案や評価を実践することを通して、カリ
キュラム・マネジメントの考え方・進め方について理解する。

３　成績評価基準 リポートおよび単位修得試験

４　テキスト名および詳細 テキスト　
『新版　教育課程・方法論－コンピテンシーを育てる授業デザイ
ン』学文社、松尾知明、2018年、¥ 2,000+税
参考書・参考資料等
『学習指導要領』文部科学省　最新版
（※文部科学省のホームページから PDF形式でダウンロードが
可能です）

５　学習指導、注意点等 第１回：コンテンツからコンピテ
ンシーへ（第 1章）
第２回：カリキュラムとは：学びの経験のデザイン（第 2章）
第３回：カリキュラムの類型と教育内容の選択：教育の目的（第 3
章）
第４回：授業デザイン：学習理論のパラダイム変換、これから
の授業デザイン（第 4章）
第５回：教育課程の意義と位置づけ：教育の目的と目標、教育
課程の編成、学習指導要領、学校レベルの教育課程の開発（第 5
章）
第６回：学習指導要領の変遷と資質・能力目標の展開：歴史的
変遷、資質・能力に関わる教育課程の展開（第 6章）
第７回：学習指導要領改訂のポイント：新学習指導要領の方向
性と枠組み（第 7章）
第８回：カリキュラム・マネジメントとは：新学習指導要領と
カリキュラム・マネジメント（第 8章）
第９回：カリキュラム・マネジメントの進め方：資質・能力目
標の設定、PDCAのプロセス（第 9章）
第１０回：単元の学習活動の構想：指導計画のデザイン、単元
指導計画の作成要領（第 10章）
第１１回：教育課程と指導計画（１）：学年・学期・単元をまた
ぐ視点（第 9章）
第１２回：教育課程と指導計画（２）：教科・領域の横断（第 3
章、第 9章）
第１３回：学力形成と評価の 4観点：学力論争、学力形成と評
価の 4観点（第 12章）
第１４回：教育評価：測定評価観から問題解決評価観へ（第 15章）
第１５回：カリキュラム評価： PDCAサイクルとカリキュラム
の改善（第 15章）
単位修得試験
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国語科教育法Ⅰ

教科担当責任者：遠藤　野ゆり

担当者：福田淑子
単位数：4 単位

１　学習の到達目標 中等教育における国語科教育の目標、す
なわち、国語を適切に表現し正確に理解する能力を育成し、伝
え合う力を高めるとともに、思考力や想像力を養い言語感覚を
豊かにし、国語に対する認識を深め国語を尊重する態度を育て
る、という目標を的確に理解し、生徒たちの資質・能力の育成を
めざす。国語科教育における様々な学習指導理論を踏まえ、具
体的な授業場面を想定した学習指導案を作成し、授業を行うこ
とができるようになる。

２　科目の概要 テキストに沿って、国語科教師として必要な
教材の研究と授業づくりの方法について習得する。

３　成績評価基準 リポートおよび単位修得試験

４　テキスト名および詳細 テキスト①町田守弘編著『実践
国語科教育法「楽しく、力のつく」授業の創造　第二版』学文
社、2016年、￥2,100+税
※第三版（2019年）も使用可
テキスト②遠藤野ゆり『教職課程における ICT機器の活用・教
材研究・模擬授業』（法政大学通信教育部）第１版、2019年
テキスト③福田淑子『文学は教育を変えられるか』コールサッ
ク社、2019年、￥2,000+税
参考書・参考資料等　文部科学省「学習指導要領」（中学・高等
学校　国語科　最新版）

５　学習指導、注意点等 第 1 回：「国語科教育法」で何を
学ぶか（テキスト①序章）
第 2回：国語科の制度―学習指導要領と教科書（テキスト①第 1
章）
第 3 回：発問・指示・板書・ノート指導・ワークシート（テキ
スト①第 2～3章）
第 4回：「話すこと・聞くことの」の授業（テキスト①第 4章）
第 5回：「書くこと」の授業（テキスト①第 5章）
第 6回：「読むこと」の授業（テキスト①第 6章）
第 7回：言葉を育む詩歌の授業（テキスト①第 7章）
第 8回：古典の授業（テキスト①第 8章）
第 9回：日本の漢字文化を生かした漢字、語彙指導（テキスト
①第 9章）
第 10回：教室での豊かな交流活動―グループ学習の進め方（テ
キスト①第 10章）
第 11回：国語科の評価（テキスト①第 11章）
第 12回：指導計画・学習指導案の作成（テキスト①第 12章・
テキスト②第 3章）
第 13 回：授業を研究して育つ教師―教えながら学び育つ教師
（テキスト①第 13章）
第 14回：国語教育におけるメディア・リテラシーと ICT機器
の活用（テキスト①第 14章・テキスト②第 1章）　
第 15回：国語科教育の課題と展望（テキスト①第 15章）
単位修得試験　　

国語科教育法Ⅱ

教科担当責任者：遠藤　野ゆり

担当者：福田淑子
単位数：4 単位

１　学習の到達目標 授業の到達目標及びテーマ
　中等教育における国語科教育の目標、すなわち、国語を適切に
表現し正確に理解する能力を育成し、伝え合う力を高めるとと
もに、思考力や想像力を養い言語感覚を豊かにし、国語に対する
認識を深め国語を尊重する態度を育てる、という目標を的確に
理解し、生徒たちの資質・能力の育成をめざす。国語科教育に
おける様々な学習指導理論を踏まえ、具体的な授業場面を想定
した学習指導案を作成し、授業を行うことができるようになる。

２　科目の概要 テキストに沿って、国語科教師として必要な
教材の研究と授業づくりの方法について習得する。国語教育に
関する実践的な知を蓄える。

３　成績評価基準 リポートおよび単位修得試験

４　テキスト名および詳細 テキスト　
①柴田義松他編『あたらしい国語科指導法　四訂版』学文社、
2014年、¥ 1,900+税
②遠藤野ゆり『教職課程における ICT機器の活用・教材研究・
模擬授業』（法政大学通信教育部）第１版、2019年
③福田淑子『文学は教育を変えられるか』コールサック社、2019
年、￥2,000+税
参考書・参考資料等　文部科学省「学習指導要領」（中学・高等
学校　国語科　最新版）　

５　学習指導、注意点等 第 1 回：ことばを学ぶこと・教え
ること（テキスト①第 1章第 1～2節）
第 2回：学習指導要領の変遷と国語科教育（テキスト①第 1章
第 3～4節）
第 3 回：国語科教育の内容と方法（発声言語、文学作品、説明
的文章）（テキスト①第 2章第 1～3節）
第 4 回：国語科教育の内容と方法（作文、言語文化と国語の特
質）（テキスト①第 2章第 4～5節）
第 5 回：国語科教育の内容と方法（読書指導・読み聞かせ、古
典）（テキスト①第 2章第 6～7節）
第 6回：国語科の教材づくりと教材研究（テキスト①第 3章第
1～2節）
第 7回：教材研究の方法（テキスト①第 3章第 3節）
第 8 回：国語科の授業の構造と設計、方法と技術（テキスト①
第 4章第 1～2節）
第 9 回：学級集団の指導、国語科教育の評価（テキスト①第 4
章第 3～4節）
第 10回：新しい授業実践（読書のアニマシオン、メディアリテ
ラシー育てる授業）（テキスト①第 5章第 1～2節）
第 11 回：新しい授業実践（ディベート、パブリックコミュニ
ケーションゲーム）（テキスト①第 5章第 3～4節）
第 12回：新しい授業実践（PISA「読解力」、「言語活動」の充
実）（テキスト①第 5章第 5～6節）
第 13回：国語科教師の力量形成（テキスト①第 6章第 1節）
第 14回：国語科教育の研究方法（テキスト①第 6章第 2～3節）
第 15回：授業における ICT機器の利用とアクティヴラーニン
グ（テキスト②）
単位修得試験
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社会・地歴科教育法

教科担当責任者：遠藤　野ゆり

担当者：三堀　潔貴、丸山理
単位数：4 単位

１　学習の到達目標 授業の到達目標及びテーマ
　資質・能力の育成をめざし、社会・地歴科における教育の目
標や内容を理解し、学習指導理論を踏まえて学習指導案を作成
し、授業を行うことができる。中学、高校の社会科の各領域に
ついて、指導上の留意点、子供の認識・思考、学力等の実態を
視野に入れた授業設計等の学習指導方法を理解するだけでなく、
その背景となる専門的な学問を理解し、それをいかに教材研究・
教材作りに生かすか、方法を習得する。さらには、発展的な学
習内容を探求し、学習指導に位置づけられるようになる。

２　科目の概要 社会・地歴科の歴史、学習指導要領に示され
た目標や内容、教材研究や学習指導の方法などについての基本
的な知識・技能に基づいて、実践事例の研究、学習指導案の作
成などを行う。各自で模擬授業を実施する。

３　成績評価基準 リポートおよび単位修得試験

４　テキスト名および詳細 テキスト　
テキスト①　栗原久編著『入門　社会・地歴・公民科教育法　
確かな実践力を身に付ける』梓出版、2014年、¥ 2,000+税
テキスト②　文部科学省「学習指導要領・学習指導要領解説」中
学・高校社会科（最新版）
テキスト③　遠藤野ゆり『教職課程における ICT機器の活用・
教材研究・模擬授業』（法政大学通信教育部）第１版、2019年
参考書・参考資料等
臼井嘉一・柴田義松編著『社会・地歴・公民科教育法』学文社
2009

５　学習指導、注意点等 第１回：社会科教育のいま：（テ
キスト①第 1章）
第２回：中・高の教育課程と社会科（テキスト①第 2章）
第３回：社会科の教育目標と教科の変遷（テキスト①第 3章１
～3節）
第４回：新しい学習指導要領と社会科の授業（テキスト①第 4
章・テキスト②）
第５回： “社会科らしさ”とは何か（テキスト①第 5章）
第６回：中学・高校生の社会理解の現状（テキスト①第 6章）
第７回：社会科授業の方法と学習指導案の作成（テキスト①第 7
章）
第８回：中学校「地理的分野」の構成と授業展開（テキスト①
第 8章）
第９回：中学校「歴史分野」の構成と授業展開（テキスト①第 9
章）
第１０回：高等学校地歴科「世界史」の構成と授業展開（テキ
スト①第 11章）
第１１回：高等学校地歴科「日本史」の構成と授業展開（テキ
スト①第 12章）
第１２回：高等学校地歴科「地理」の構成と授業展開（テキス
ト①第 13章）
第１３回：社会科の評価（テキスト①第 17章）
第１４回：社会の変化と社会科の課題・模擬授業（テキスト①
第 18章、テキスト③第 3章）
第１５回：教材研究と ICT機器の活用（テキスト③第 1～2章）
単位修得試験

社会・公民科教育法

教科担当責任者：松尾　知明

担当者：八木橋正之
単位数：4 単位

１　学習の到達目標 資質・能力の育成をめざし、社会・公民
科における教育の目標や内容を理解し、学習指導理論を踏まえ
て学習指導案を作成し、授業を行うことができる。

２　科目の概要 社会・公民科の歴史、学習指導要領に示され
た目標や内容、教材研究や学習指導の方法などについての基本
的な知識・技能に基づいて、実践事例、学習指導案、模擬授業な
どの検討を行う。

３　成績評価基準 リポートおよび単位修得試験

４　テキスト名および詳細 テキスト　
テキスト①　『入門　社会・地歴・公民科教育法　確かな実践
力を身に付ける』梓出版、栗原久編著、2014年、¥ 2,000+税
テキスト②　文部科学省最新版「中学校・学習指導要領（社会
科）」「高等学校・学習指導要領（地理歴史科・公民科）」
テキスト③　遠藤野ゆり『教職課程における ICT機器の活用・
教材研究・模擬授業』（法政大学通信教育部）第１版、2019年
参考書・参考資料等
『中等社会科ハンドブック』学文社、二谷貞夫他、2013

５　学習指導、注意点等 第１回：社会科教育のいま（テキ
スト①第 1章）
第２回：中・高の教育課程と社会科（テキスト①第 2章）
第３回：社会科の教育目標と教科の変遷（テキスト①第 3 章 1
～3節）
第４回：新しい学習指導要領と社会科の授業（テキスト①第 4
章・テキスト②）
第５回： “社会科らしさ”とは何か（テキスト①第 5章）
第６回：中学・高校生の社会理解の現状（テキスト①第 6章）
第７回：社会科授業の方法と学習指導案の作成（テキスト①第 7
章）
第８回：中学校「公民的分野」の構成と授業展開（テキスト①
第 10章）
第９回：高等学校公民科「現代社会」の構成と授業展開（テキ
スト①第 14章）
第１０回：高等学校公民科「倫理」の構成と授業展開（テキス
ト①第 15章）
第１１回：高等学校公民科「政治・経済」の構成と授業展開（テ
キスト①第 16章）
第１２回：社会科の評価（テキスト①第 17章）
第１３回：社会の変化と社会科の課題（テキスト①第 18章）
第１４回：教材研究・模擬授業（テキスト③第 1章・第 3章）
第１５回： ICT機器の活用（テキスト③第 2章）
単位修得試験

商業科教育法

教科担当責任者：遠藤　野ゆり

担当者：木村　良成、岸田　有司
単位数：4 単位

１　学習の到達目標 商業教育、特に高等学校の商業科教育に
ついての正しい認識と理解を得るとともに、当該教科の教育に
ついての学習指導能力の基礎を培う。
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２　科目の概要 まず最初に、商業教育とは、特に高等学校段
階での商業教育とは一体どのような性格の教育なのかそしてそ
れにはどのような効用なり、役割が期待されているのかを考え
てみる。
　当該教科の学習指導の前段階として、まず、一般的な商業の
学習指導の概念や学習指導計画、学習形態と学習指導法などに
ついて学習する。その後、高等学校の商業教科の組織上の分野、
すなわちマーケティング、マネジメント、会計、ビジネス情報お
よび分野共通の科目の性格・目標、内容などとの関連において、
これらに適した学習指導法について考える。そのうえで、その
ような商業教育は、わが国の場合、何時ごろ、どのような社会
的経済的背景の下に起こり、どのような変遷を経て今日に至っ
たのか、特に戦後の教育制度の下での変遷に力点をおいてみる。
　その後、平成３０（２０１８）年に告示された高等学校学習
指導要領を用いて令和４（２０２２）年度入学生から施行され
る高等学校商業科教育の目標について検討する。これは教科の
目標と学科の目標について検討することになる。これらの目標
は具体的には高等学校の教科・科目の履修を通して実現される
ものであるため、ここで令和４（２０２２）年度以降の高等学
校の商業に関する教科の種類（科目）および教育課程の編成に
ついて触れる。

３　成績評価基準 リポートと単位修得試験

４　テキスト名および詳細 テキスト　
①木村良成『商業科教育法』（法政大学 通信教育部）第１版、
2003年
②文部科学省『高等学校学習指導要領解説　商業編』最新版
③遠藤野ゆり『教職課程における ICT機器の活用・教材研究・
模擬授業』（法政大学通信教育部）第１版、2019年
参考書・参考資料等
文部科学省『高等学校学習指導要領』最新版
文部科学省『高等学校学習指導要領解説　情報編』最新版

５　学習指導、注意点等 第１回：商業教育の意義概念と商
業教育・商業の意義概念をめぐる諸問題（テキスト①第 1 章第
1・2節）
第２回：商業教育の意義と目標（テキスト①第 1章第 3・4節）
第３回：商学と商業学の概念と認識（テキスト①第 1章第 5節）
第４回：日本の商業教育の歴史①近代商業制度の成立～昭和初
期（テキスト①第 2章第 1～3節）
第５回：日本の商業教育の歴史②第二次世界大戦前／後の商業
教育と学習指導要領（テキスト①第 2章第 4・5節）
第６回：学習指導要領とその改定及び教育改革（テキスト①第
2章第 6節・テキスト②）
第７回：商業教育と高等教育（発展的学習を含めて）（テキスト
①第 2章第 7節）
第８回：商業教育の必要性（テキスト①第 3章）
第９回：高等学校段階における生徒の理解力と教育方法（テキ
スト①第 4章第 1節）
第１０回：学習指導の内容と形態（テキスト①第 4章第 2節）
第１１回：学習指導の進め方・学習指導法・情報機器の取り扱
い（テキスト①第 4章第 3・4節・テキスト③第 1章）
第１２回：通常の指導計画の概要（テキスト①第 4章第 5節）
第１３回：学習指導計画と指導案・教育評価（テキスト①第 5
章第 1・2節）
第１４回：教材研究・模擬授業と反省（テキスト③第 2・3章）
第１５回：外国における商業教育・商業教育の実状と問題点及
び課題と解決（テキスト①第 6章・テキスト②）
単位修得試験

道徳教育指導論

教科担当責任者：児美川　孝一郎

担当者：廣瀬仁郎
単位数：2 単位

１　学習の到達目標 ①道徳教育の現状と課題について把握
する。
②道徳の本質を説明できる。
③道徳教育の歴史について理解する。
④学習指導要領に示された道徳教育及び道徳科の目標及び主な
内容を理解している。
⑤自ら「道徳」の授業を組み立てることができる。
⑥模擬授業の実施とそのふりかえりを通して、授業改善の視点
を身につけている。

２　科目の概要 本科目は道徳の本質を問い直し、そのうえで
今後の道徳教育のあり方についての展望を与えることを目指す
ものである。道徳教育の動向をめぐっては、昨年度から道徳の
時間が「特別の教科　道徳」として教育課程上新たな枠組で全
面実施されたことに伴い、その問題点や課題をめぐり様々な議
論が行われているところである。こうした転換期にあって、「道
徳とは何か？」「道徳教育は可能なのか？」「道徳教育はいかにな
されるべきか？」「そもそも教科書の使用や評価は必要なのか?」
といった根本的な問いに向き合うことは不可欠であろう。本講
義ではそうした原理的な問いに立ち返りつつ、今後の道徳教育の
あり方を問うべく、道徳教育の歴史、現状、課題について概説す
る。そしてそのうえで優れた道徳教育の実践を紹介し、履修者
自らが質の高い授業を構成していくための知識の修得を目指す。

３　成績評価基準 リポートと単位修得試験

４　テキスト名および詳細 テキスト　
①『四訂道徳教育を学ぶ人のために』小寺正一他編、世界思想
社、2016年、¥ 1,900+税
②『中学校学習指導要領（平成２９年度告示）解説　特別の教
科　道徳編』平成 29年 7月　文部科学省　¥ 156+税　
　下記の　５　学習指導、注意点等においては、テキスト②は
「文科省解説道徳編」と略記して示す。
参考書・参考資料等
なし

５　学習指導、注意点等 第１回：道徳と教育： 1 道徳の本
質／ 2道徳教育／ 3現代社会と道徳教育／ 4学校における道徳
教育（第 1章）/文科省解説道徳編　第２章「道徳教育の目標」
第２回：道徳教育の歴史（1）1戦前の道徳教育／ 2戦後の道徳
教育の変遷（第 2章）/文科省解説道徳編第１章「総説」
第３回：道徳教育の歴史（2）3「改正教育基本法」のもとでの
道徳教育／ 4道徳科（「特別の教科　道徳」）の設置（第 2章）
第４回：道徳性の発達（1）1道徳性の意味／ 2「発達」の意味
／ 3フロイトの道徳性発達理論（第 3章）
第５回：道徳性の発達（2）4ピアジェの道徳性発達理論／ 5コー
ルバーグの理論／ 6ブルの道徳性発達理論（第 3章）
第６回：道徳教育の授業理論（1）1アメリカの道徳教育（第 4
章）
第７回：道徳教育の授業理論（2）2 日本の道徳教育（第 4 章）
/文科省解説道徳編　第３章「道徳科の内容」
第８回：学校における道徳教育の全体構想　 1 構想と計画／ 2
全体構想／ 3全体計画（第 5章）/文科省解説道徳編第４章第１
節「指導計画作成上の配慮事項」
第９回：道徳科の指導（1）1道徳科の意義と特質／ 2年間指導
計画／ 3 学習指導案（第 6 章）/文科省解説道徳編第４章２節
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「道徳科の指導」
第１０回：道徳科の指導（2）4教科書／ 5学習指導の方法（第
6章）/文科省解説道徳編第４章第３節「指導の配慮事項」
第１１回：道徳科の指導（3）6道徳科の教材／ 7道徳科の評価
（第 6 章）/文科省解説道徳編第４章第４節「道徳科の教材に求
められる内容の観点」、第５章「道徳科の評価」
第１２回：道徳的実践の指導（1）1道徳的行為の条件（第 7章）
第１３回：道徳的実践の指導（2）2道徳的実践の構造（第 7章）
第１４回：道徳的実践の指導（3）3体罰について（第 7章）
第１５回：道徳的実践の指導（4）4奉仕（ボランティア）の精
神について（第 7章）
単位修得試験

総合的な学習の時間の指導法

教科担当責任者：遠藤　野ゆり

担当者：遠藤野ゆり
単位数：2 単位

※ 2020 年 4 月より新規開設

１　学習の到達目標 探求的な見方・考え方をし、横断的・総
合的な学習を行うことを通して、よりよく課題を解決し、自己
の生き方を考えていくための資質・能力を育む「総合的な学習
の時間」の。指導計画の作成および具体的な指導の仕方、学習
活動の評価に関する知識・技能を身につける。特に、教科ごと
に育まれる見方・考え方を活用し、広範な事象を多様な角度か
ら俯瞰してとらえ、実社会・実生活の課題を探求する学びを実
現する授業づくりに必要な基礎的力を身につける。

２　科目の概要 総合的な宅習の時間の意義と原理、特に学校
ごとに目標や内を定める際の考え方を理解する。総合的な学習
の時間の指導計画作成の考え方を理解し、実際に指導計画が立
てられるようになる。総合的な学習の時間の指導と評価の考え
方および実践上の留意点を理解できる。総合的な学習の時間は
教科横断型としてすべての教員が指導する可能性があり、教職
の専門性として不可欠なスキルを学ぶ。

３　成績評価基準 リポートと単位習得試験

４　テキスト名および詳細 原 清治 (監修), 春日井敏之 (監
修), 篠原正典 (監修, 編集), 森田真樹 (監修, 編集)2018『総合的
な学習の時間 (新しい教職教育講座教職教育編)』ミネルヴァ書
房、￥2,000+税
高等学校学習指導要領 (平成 30年告示)解説総合的な探究の時
間編
中学校学習指導要領 (平成 29年告示)解説総合的な学習の時間編

５　学習指導、注意点等 総合的な学習／探求の時間につい
て、取得する免許種に応じて学んでほしい。特に高等学校に関
しては、第一指定テキストでは事例がないため、インターネッ
トなどで当該の授業情報を積極的に探す等してほしい。

教育方法論

教科担当責任者：松尾　知明

担当者：中園有希
単位数：2 単位

１　学習の到達目標 資質・能力の育成をめざして、教育の方
法及び技術、情報機器及び教材の活用に関する基礎的な知識・技
能を身に付けるとともに、単元指導計画を効果的に作成するこ

とができる。

２　科目の概要 教育の方法及び技術についての基礎的な概
念、考え方や活用法を学ぶとともに、それらの知識・技能をも
とに資質・能力を育成するための単元指導計画を作成する。

３　成績評価基準 リポートおよび単位修得試験

４　テキスト名および詳細 テキスト　
『放送大学叢書 11　教育の方法』佐藤学、左右社、2010年、¥
1,524+税
参考書・参考資料等
中学校・高等学校「学習指導要領」最新版　全編

５　学習指導、注意点等 第１回：授業と学びの世界へ：児
童生徒の学びと学習理論（テキスト：第 1章）
第２回：変貌する教室：学びのイノベーションの時代（テキス
ト：第 2章）
第３回：授業の様式：教育方法の基礎的理論（テキスト：第 3
章）　　　　
第４回：授業の歴史①：欧米の授業史（テキスト：第 4章）
第５回：授業の歴史②：日本の授業史（テキスト：第 5章）
第６回：学びの創造：学習活動の構想（テキスト：第 6章）
第７回：協同的な学び：主体的・対話的・深い学び（テキスト
：第 7章）
第８回：教室のジレンマ：個に応じた指導の工夫（テキスト：
第 8章）　　　
第９回：授業のデザイン：主体的・対話的・深い学び（テキス
ト：第 9章）
第１０回：授業の計画：学力と評価の４つの観点、情報機器及
び教材の活用（テキスト：第 10章）
第１１回：授業の研究①：授業評価と分析の方法（テキスト：
第 11章）
第１２回：教育の研究②：教室における対話とディスコース（テ
キスト：第 12章）
第１３回：カリキュラムと単元の構成：単元設定の理由、単元
の目標（テキスト：第 13章）
第１４回：専門家としての教師：実践的反省家として授業をデ
ザインする教師力（テキスト：
第 14章）
第１５回：改革の展望：これからの教育のあり方　次期学習指
導要領と資質・能力の育成（テキスト：第 15章）　
単位修得試験

教育相談

教科担当責任者：田澤　実

担当者：池田華子
単位数：2 単位

１　学習の到達目標 教育相談を進めるにあたり、幼児、児童
及び生徒の発達の状況に即しつつ、個々の心理的特質や教育的
課題を適切に捉え、支援するために必要な基礎的知識を身につ
ける。

２　科目の概要 心理学の観点からみた教育の基礎理論を学ん
だうえで、教育相談に関し以下の 3つの内容を中心に
学ぶ。
①教育相談の意義及び理論
・学校における教育相談の意義及び課題、教育相談に関わる心理
学の基礎的な理論及び概念
②教育相談の方法
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・学校教育におけるカウンセリングマインドの必要性、教育相談
を進める際に必要な基礎的知識
③教育相談の展開
・幼児、児童及び生徒の不適応や問題行動の意味
・教育相談の具体的な進め方やそのポイント及び組織的な取り組
み並びに連携

３　成績評価基準 リポートおよび単位修得試験

４　テキスト名および詳細 【テキスト】
『要説　発達・学習・教育臨床の心理学』内田照彦・増田公男、
北大路書房、2000年、¥ 2,500+税
【参考書・参考資料等】
渡部昌平 (編さん)・柴田健 (著)・田澤 実 (著) 2018 『実践「教
育相談」―個人と集団を伸ばす「最強のクラス作り」』川島書店
竹尾和子・井藤元（編）2019『ワークで学ぶ学校カウンセリン
グ』ナカニシヤ出版

５　学習指導、注意点等 第１回：教育における心理学：心
理学はどのように教育において必要なのか（テキスト：序章）
第２回：発達の基本的な概念：発達の概念、発達過程（テキス
ト：第 1～2章）
第３回：学習における発達：知能と記憶の発達、パーソナリティ
の発達、社会性の発達（テキスト：第 3～6章）
第４回：教育相談の意義と役割：教育相談の意義、役割、教師
のカウンセリングマインド（テキスト：第 12章第 1節）
第５回：教育相談の組織と方法：教育相談における公務分掌と
組織・役割に応じた教育相談の目標と進め方、外部との連携（テ
キスト第 12章第 2節）
第６回：教育相談のための診断と処遇：子どもの不適応行動の
心理学的診断、処遇、教師のカウンセリングマインド（受容、傾
聴、共感的理解）（テキスト第 12章第 3節）
第７回：スクールカウンセラーの必要性、教育臨床の意味、臨
床と相談の関係、スクールカウンセラーの専門性（テキスト：
第 13章第 1節）
第８回：スクールカウンセラーの活動内容：心理・教育アセス
メント、児童・生徒への援助、教師、保護者への援助、学校組織
への援助（テキスト：第 13章第 2節）
第９回：教育臨床の実際：発達段階とスクールカウンセラーの
関わり合い、グループを通した不登校への援助（テキスト：第
13章第 3節）
第１０回：適応の仕組み：適応の意義、不適応行動の心理的誘
引、フラストレーションとコンフリクト、適応規制、適応と心
の健康（テキスト：第 14章第 1節）
第１１回：適応障害のタイプ：身体的問題、情緒的問題、集団
生活への不適応問題、精神障害の問題（テキスト：第 14章第 2
節）
第１２回：適応障害発現の要因とその対応：適応障害発現の要
因、予防的対応、指導・治療的対応（テキスト：第 14章第 3節）
第１３回：心身障害と教育：心身障害と教育、身体的な障害、知
的・情緒的な障害と言語障害（テキスト：第 15章）
第１４回：子どもの理解と方法①：いじめ、不登校、虐待、非
行等の課題に対する相談の進め方（テキスト：別章）
第１５回：子どもの理解と方法②：教育相談の計画作成や校内
外の体制整備、地域の医療、福祉及び心理等の専門機関との連
携（テキスト：別章）
単位修得試験

生徒・進路指導論

教科担当責任者：児美川　孝一郎

担当者：岩本俊一
単位数：2 単位

１　学習の到達目標 生徒指導の理論と方法，進路指導（キャ
リア教育の基礎的事項を含む）の理論と方法を理解する。

２　科目の概要 生徒指導の意義と原理を理解し，生徒集団全
体に対する指導，個別の課題を抱える生徒への指導のあり方，方
針や方法を理解できるようにする。また，進路指導（キャリア
教育の基礎的事項を含む）の意義と原理を理解し，生徒集団全
体に対するガイダンス，個別の生徒に対するキャリア・カウン
セリングのあり方，方針や方法を理解できるようにする。

３　成績評価基準 リポートおよび単位修得試験

４　テキスト名および詳細 テキスト　
・吉田辰雄『最新　生徒指導・進路指導論　ガイダンスとキャリ
ア教育の理論と実践』2009年、図書文化社、¥ 2,000+税
上記テキストが入手できない場合は、以下の本を代替テキスト
とする。
・横山明子『生徒指導・進路指導・キャリア教育論』2019年、図
書文化社、¥ 2,000+税
参考書・参考資料等
・文部科学省 2010『生徒指導提要』

５　学習指導、注意点等 第１回：生徒指導・進路指導の歴
史と発展①：ガイダンス・カウンセリングの意義と必要性（テ
キスト：第 1章Ⅰ）
第２回：生徒指導・進路指導の歴史と発展②：生徒指導・進路
の歴史と発展（テキスト：第 1章Ⅱ・Ⅲ）
第３回：生徒指導・進路指導の歴史と発展③：最近の学校にお
ける生徒指導と進路指導・キャリア教育（テキスト：第 1章Ⅳ）
第４回：ガイダンス・カウンセリングの基礎的理論①：人格・発
達理論・環境論及びグループガイダンス理論（テキスト：第 2
章Ⅰ・Ⅱ）
第５回：ガイダンス・カウンセリングの基礎的理論②：カウン
セリング理論（テキスト：第 2章Ⅲ）
第６回：生徒指導・進路指導の理念と性格：生きる力と生徒指
導・進路指導の役割（テキスト：第 3章Ⅰ・Ⅱ）
第７回：児童生徒理解の方法・技術①：児童生徒理解の意義と
個人資料の収集・活用（テキスト：第 3章Ⅲ）
第８回：児童生徒理解の方法・技術②：児童生徒理解における
心理検査の活用（テキスト：第 3章Ⅲ）
第９回：生徒指導・進路指導の組織と運営：生徒指導・進路指
導の校内組織と教師の役割（テキスト第 5章Ⅰ・Ⅱ）
第 10回：教育相談・進路相談の方法・技術：教育相談の意義と
必要性、学校教育相談・学校進路相談の特徴（テキスト第 6 章
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）
第 11回：学校における生徒指導、キャリア教育の計画と実践①
：中学校における生徒指導、キャリア教育の計画と実践（テキ
スト：第 7章Ⅱ）
第 12回：学校における生徒指導、キャリア教育の計画と実践②
：高等学校における生徒指導、キャリア教育の計画と実践（テ
キスト：第 7章Ⅲ）
第 13回：生徒指導・キャリア教育における諸問題：フリーター、
ニートとは、ピアカウンセリングとは、職業観・勤労観とは、進
路適性とは、危機介入とは、学級崩壊とは、体験学習（職場体
験）とは、生徒の懲戒とは（テキスト:コラム）
第 14回：児童生徒の問題行動：問題行動の理解、少年非行の時
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代的推移と最近の特徴、不登校・高校中退
第 15回：生徒指導・進路指導のアセスメント：生徒指導/進路指
導の組織・計画・運営のアセスメント（テキスト第 9章Ⅰ・Ⅱ）
単位修得試験

特別活動論

教科担当責任者：児美川　孝一郎

担当者：吉田昌弘
単位数：2 単位

１　学習の到達目標 特別活動は、学校における様々な構成の
集団での活動を通して、課題の発見や解決を行い、よりよい集
団や学校生活を目指して様々に行われる活動の総体である。学
校教育全体における特別活動の意義を理解し、「人間関係形成」・
「社会参画」・「自己実現」の三つの視点や「チームとしての学校」
の視点を持つとともに、学年の違いによる活動の変化、各教科
等との往還的な関連、地域住民や他校の教職員と連携した組織
的な対応等の特別活動の特質を踏まえた指導に必要な知識や素
養を身に付ける。

２　科目の概要 特別活動の意義、目標及び内容を理解する。
学習指導要領における特別活動の目標及び主な内容、教育課程
における特別活動の位置付けと各教科等との関連、ホームルー
ム活動の特質、生徒会活動、クラブ活動、学校行事の特質を理
解している。また、教育課程全体で取り組む特別活動の指導の
在り方、特別活動における取組の評価・改善活動の重要性、特
別活動における家庭・地域住民や関係機関との連携の在り方を
理解し、合意形成に向けた話合い活動、意思決定につながる指
導及び集団活動の意義や指導の在り方を例示することができる。

３　成績評価基準 リポートと単位修得試験

４　テキスト名および詳細 テキスト　
・『教師教育テキストシリーズ　特別活動』折出健二編、学文社、
2008年、￥1,800+税
・『中学校高等学校学習指導要領』文部科学省　最新版
参考書・参考資料等
なし

５　学習指導、注意点等 第１回：特別活動の位置とその教
育的意義（テキスト第 1章、学習指導要領「特別活動」）
第２回：教育実践としての特別活動①：特別活動という教育実
践、特別活動における指導のポイント（テキスト第 2章第 1～2
節）
第３回：教育実践としての特別活動②：子どもの理解と特別活
動の指導、つながりと自治の指導（テキスト第 2章第 3～4節）
第４回：特別活動における自治と文化①：子ども主体の学校（テ
キスト第 3章第 1節）
第５回：特別活動における自治と文化②：自治を育てる児童会・
生徒会活動（テキスト第 3章第 2節）
第６回：特別活動における自治と文化③：文化をはぐくむ児童
会・生徒会活動（テキスト第 3章第 3節）
第７回：特別活動における自治と文化④：子どもが活きる学校
行事（テキスト第 3章第 4節）
第８回：学級・学年集団の活動と特別活動（テキスト第 4章）
第９回：学校行事と特別活動（テキスト第 5章）
第１０回：子どもの学校参加と特別活動（テキスト第 6章）
第１１回：特別活動における「体験活動」の意義（テキスト：
第 7章）
第１２回：特別活動にふさわしい教育評価（テキスト第 8章）
第１３回：特別活動と教師の共同性（テキスト第 9章）

第１４回：実践編①：実践例にならう子どもの参加と自治、合
意形成に向けた話し合い活動と意思決定（テキスト補章１）
第１５回：実践編②：実践例にならう生徒の自主性の育成…学
校の「内」と「外」とに足をかける（テキスト補章２）
単位修得試験

倫理学

教科担当責任者：松本　剣志郎

担当者：相原博
単位数：4 単位

１　学習の到達目標 ①倫理学の基本的な問題および歴史を
理解する。②倫理学の立場から人間の行為を反省できるように
なる。

２　科目の概要 倫理学とは、私たちが何をなすべきか、どの
ように行為すべきかを明らかにする学問です。私たち人間は、事
実の世界だけでなく、規範や価値に基づく世界にも存在してい
ます。というのは、他者の行為や社会について、私たちは「ある
べき」や「あるべきでない」といった判断をしているからです。
この判断の事実は、すでに私たちが多少なりとも「倫理的」で
あることを意味しています。そこで倫理学は、私たちの倫理的
な判断を、その根拠にまで遡って明らかにするのです。また倫
理学は、私たちにとって身近な学問です。というのは、「なぜ嘘
をついてはいけないのか」や「善い行為とはどのようなものか」
など、私たちの誰もが直面する問いにかかわるからです。もっ
とも、こうした問いに「真面目に」答えるためには、倫理学の基
本的な知識が必要です。したがってこの科目では、私たちの倫
理的な判断にかかわる重要な考え方を学んでいきます。また倫
理学には長い歴史があるため、過去の哲学者や倫理学者の思想
を学ぶことにもなります。

３　成績評価基準 　最終成績は単位修得試験によって評価し
ます。ただし、リポート学習もしっかり行う必要があります。
　リポートは次の基準で評価します。①通教テキストの内容を
正しく理解できているかどうか。②リポートの設題について自
分で考えることができているかどうか。③学術リポートの条件
を満たし、簡潔にわかりやすく書かれているかどうか。なお通
教テキストや参考文献から引用する際は、必ず出典を明記しな
ければなりません。
　単位修得試験は次の基準で評価します。①通教テキストの内
容を正しく理解できているかどうか。通教テキストにもとづい
て試験を実施するので、十分な準備をして臨む必要があります。
出題範囲は公表しています。試験前に確認してください。なお
通教テキストの内容を考慮せず、個人的な見解や感想を解答さ
れても評価対象になりません。

４　テキスト名および詳細 通教テキスト『倫理学』第３版、
村上恭一・鶴岡健・白根裕里枝、2018年
　通教テキストは、第一編「倫理学の基本問題」と第二編「西洋
の倫理思想の歴史」、さらに第三編「生命倫理思想の歴史」から
構成されています。まずは全体を精読してください。

５　学習指導、注意点等 　リポートを書く際には、『自立学
習の手引き』などを参照してください。
　まずは通教テキストを精読してください。精読とは細かい箇
所までよく注意して読むことです。それによって、倫理学の基
本的な考え方が理解できるようになるはずです。そして基本的
な考え方が理解できれば、どのような内容と構成のリポートを書
くべきか、おのずと明らかになるでしょう。なお通教テキスト
を精読せず、個別の参考文献をもとにリポートを書かれる方が

— 109 —



　発行日：2020/5/11

います。しかし、基本的な考え方が身についていなければ、たん
に言葉をつなぎ合わせただけのリポートになることは必然です。

職業指導

教科担当責任者：小川　憲彦

担当者：森本紀子
単位数：4 単位

１　学習の到達目標 職業指導（進路指導）の主要な理論を学
びつつ、中学校・高等学校の進路指導の現状をふまえつつ、教師
として進路指導を実践していく上で必要不可欠な事項について
学び、理解を深めることをねらいとする。また、自己理解、職
業観の育成を図ることを目標とする。

２　科目の概要 　職業指導とは、児童・生徒が社会の一員と
して、自己の存在を理解し、社会での職業や勤労、学校での学習
や諸活動に積極的に関わる意欲・態度を持つように、指導・援助
することである。本科目では、「職業指導」が求められる背景や
成立基盤を理解し、学校や行政機関の職業指導の役割や指導内
容を学習する。具体的には、職業指導を支える主要な理論（職
業選択理論、職業発達理論など）や自己理解、職業理解の促進
方法、また、進路相談の具体的な方法を学ぶことにより、生徒
の職業・進路指導にどのように活用できるかを学習する。

３　成績評価基準 　最終成績は、単位修得試験によって評価
する。（ただし、リポート学習もしっかりと行うこと。）

４　テキスト名および詳細 指定市販本：吉田辰雄（2009年）
『最新　生徒指導・進路指導論－ガイダンスとキャリア教育の理
論と実践』（教育課程シリーズ）、図書文化社、￥2,000＋税
上記テキストが入手できない場合は、以下の本を代替テキスト
とする。
横山明子編著（2019 年）『生徒指導・進路指導・キャリア教育
論』図書文化社、¥ 2,000+税

５　学習指導、注意点等 　設題への解答にあたっては、テ
キストや参考文献、インターネットからそのまま写すことはせ
ず、必ず、自分が理解したことを自分の言葉で論じてください。
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